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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、実体験とそれによって生じた自己意識的感情が、NPOと企業のパー
トナーシップにおける共通認識の形成を促進することを解明したことである。フレーミングは、共通認識となる
特定のフレームの形成を促す活動である。先行研究では、フレーミングの主体が提示するフレームの顕著さと信
頼性が向上すると共通認識が形成されることが指摘されてきた。しかし、非言語的コミュニケーションの影響は
十分に検討されてこなかった。本研究では、実体験と自己意識的感情が、フレームの顕著さと信頼性を向上さ
せ、共通認識の形成を促進することを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The result of this research is actual experiences and self-conscious emotion
 influence the process of framing between NPOs and Companies.Framing is  meaning construction by 
movement organizations or movement activists. This activity involves not only the generation of 
interpretative frames but also the shifting of the frames from existing ones. The resultant products
 of this  activity is collective action frames as common understanding between partners. Previous 
research suggests that collective action frames generate  if  the frame of  credibility and salience
 raised. However, they have not studied about the effects of actual experiences and self-conscious 
emotion on the framing process. This research indicates the credibility and salience of frames is 
raised by actual experiences and self-conscious emotion. 

研究分野： 組織論

キーワード： NPOと企業の協働　フレーミング　価値観の共有　フレーム　資源依存理論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の主な学術的意義は、フレーミングにおける非言語的コミュニケーションの影響を明らかにした点であ
る。本研究は、従来の研究が見落としてきた実体験のような非言語的コミュニケーションや自己意識的感情が、
共通認識の形成を促進することを明らかにした。
　NPOと企業のパートナーップは異質性の高い組織間関係であるため、単なる情報の交換のみでなく、様々なコ
ミュニケーション方法によってパートナー間の共通認識を形成していく必要がある。非言語的コミュニケーショ
ンの影響が明らかになったことで、パートナー間で非言語的コミュニケーションを含む相互作用の場を提供する
ことが有用である可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 1998 年以降、日本においても、行政や企業では対応できない社会的ニーズに対応する非営利
組織 (Not-for Profit organization: NPO) の活動が活発になっている。しかし、NPO の活動は
必ずしも十分な収益が生まれるわけではないため、多くの NPO が組織の活動に必要な経営資源
の慢性的な不足に悩まされている。このような状況において、NPO と企業のパートナーシップは、
NPO が企業から資源を得ることを可能にし、1つの組織のみでは解決が困難な社会問題に取り組
むうえで有効な手段の 1つとして実務家と研究者の両方から注目されている。 
 しかし、実際には NPO と企業のパートナーシップの形成・実行は順調に進んでいるとは言い難
く、成果を出せずにパートナーシップが壊れてしまうことも少なくない。その理由の 1つとして
は、NPO と企業は目的、戦略、価値観などに違いがあるため、パートナーに対する誤解や、特定
の社会問題の解決のために優先すべき事柄の相違、パートナーシップの目的の不一致などの問
題 (Vlaar, Van den Bosch, and Volberda, 2006) が生じるからである。  
上述の問題の発生を防ぐために、先行研究はパートナー間の価値観や目的を一致させることの

重要性をたびたび指摘してきた (Austin and Seitanidi, 2012; den Hond, de Bakker, and Doh, 
2015; Wohlstetter, Smith, and Malloy, 2005; 横山, 2003)。しかし、共通認識が形成される
プロセスはほとんど検討されておらず、いかにすればパートナー間で共通認識が形成されるの
かについては十分に明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、言語的コミュニケーションと実体験が共通認識の形成に与える影響を明ら

かにすることである。先行研究は、組織や個人の主観的な側面にあまり注意を払ってこなかった
ため、共通認識が形成されるプロセスについては十分に明らかにされていない。また、従来の研
究は、主に議論や会話のような言語的コミュニケーションが与える影響に着目してきた (Maitl
is and Christianson, 2014)。それゆえ、実体験（支援対象者/支援者の活動を実際に見たり、
生活を体験したりすること）が共通認識の形成に与える影響は十分に検討されていない。 
しかしながら、申請者による事例調査では、言語的コミュニケーション以外のコミュニケーシ

ョンによって、潜在的パートナーに対する理解を深め、パートナーシップの形成を促進したとい
う現象が確認されていた。そこで、本研究では言語的コミュニケーションと実体験が共通認識の
形成、特に解釈の枠組みとなるフレーム (Benford and Snow, 2000) の形成にどのような影響
を与えるのかを明らかにした。 
 
３．研究の方法 
 本研究課題の研究方法は、先行研究のレビューと質的データに基づく事例研究である。まず、
先行研究をレビューし、事例研究のための概念枠組みを構築した。その後、NPO と企業に対して
聞き取り調査とアンケート調査を実施した。収集したデータは、分析ソフト NVivo12 を使用し、
主にグラウンデッド・セオリー・アプローチ (Charmaz, 2006; Glaser and Strauss, 1967; 戈
木, 2016)に従って、コード化した。本アプローチの手順に従い、収集されたデータを基にコー
ドの内容を決め、その後、コード化したデータにラベル名をつけ、カテゴリーと呼ばれるグルー
プに分類した。これらの作業を繰り返し、分析者のバイアスがかかったデータ分析を回避するこ
とを試みた。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、共通認識の形成を促進する要因として、これまで明らかにされていなかった
実体験と自己意識的感情を特定したことである。 
本研究では、共通認識となる特定のフレームの形成を促す活動として、社会運動論で注目され

てきたフレーミング (Benford and Snow, 2000; Lefsrud and Meyer, 2012; Snow, Worden, 
Rochford, and Benford, 1986) に注目した。従来のフレーミング研究では、フレーミングの主
体が提示するフレームの顕著さと信頼性が向上すると、フレーミングの受け手は提示されたフ
レームを受け入れることが明らかにされてきた。しかし、顕著さと信頼性を向上させる要因は十
分に検討されておらず、特に非言語的コミュニケーションの影響は明らかにされていなかった。 
本研究では、会話のような言語的コミュニケーションのみでなく、実体験やそれらによって生

じた自己意識的感情が、フレームの顕著さと信頼性に与える影響を事例研究により検討した。そ
の結果、実体験は信頼性と顕著さに、自己意識的感情は顕著さに影響を与えることが明らかにな
った。 
 
 
 
 



図 修正されたフレーミングプロセスの概念図 

※太線の矢印が、本研究により修正された部分である。 
出所：松野奈都子(2019)より。 
 

上述の成果は、NPO と企業のパートナーシップに関する研究の以下の限界を克服した。 
まず、パートナーシップの形成・実行プロセスにおける主観的な側面を明らかにしたことであ

る。従来の研究は、個人や組織の主観的な側面にあまり注意を払ってこなかった。しかし、主観
的な側面に注目することは、認識の違いによるパートナーシップの崩壊を防ぎ、成果を出すため
には重要なことである。本研究の概念枠組みは、パートナーシップの主観的な側面を分析するこ
とが可能になると推測される。 
さらに、これまでの研究は、言語的コミュニケーションに焦点が当たっていたため、非言語的

コミュニケーションや、実体験によって生じる人々の感情 (Cunliffer and Coupland, 2011) の
影響を見落としてきた。本研究の結果から、実体験とそれによって生じた自己意識的感情が共通
認識の形成を促進することが明らかになったため、今後は他の非言語的コミュニケーションが
与える影響を検討していく必要がある。 
 
 本研究の派生的な成果としては、資源の重要性を認識するフレームの変化によって、パートナ
ーシップの形成が促進されることを明らかにした。 
 NPO と企業のパートナーシップは、パートナーの持つ資源の利用を目的として形成される場合
が多いが、NPO/企業の専門性の高い資源の価値をパートナーが理解することは困難である。特に、
NPO の場合には、自身の資源や活動の価値を数値化できないことが多いため、パートナーとなる
企業が自身の資源の価値を認識するように働きかける必要がある。 
 研究開始当初は注目していなかったが、研究を進めていくうちに、パートナーシップの形成段
階における資源の認識に注目することで、形成の動機を明らかにするために有用であるという
考えに至った。事例研究の結果、組織にとって重要な資源を規定するフレームの違いによって、
同じ資源であってもその価値に対する認識が異なることが示された。これにより、フレーミング
によるフレームの変化によって、自組織の資源の重要性を潜在的パートナーに認識させること
ができれば、パートナーシップの形成が促進される可能性が示唆された。 
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